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n2 回中、 k 回偶数が出る確率は、
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①がすべての自然数 nについて成り立つことを、数学的帰納法により示す。 

1n のとき成立。 

kn  のとき 12
2 2  k

kk Ck ≧ が成り立つと仮定すると 
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したがって、 1 kn でも成立し、①は示された。 
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≧  (証明終) 


